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はじめに
　寒風吹きすさぶ中、天井からつりさげられた
盛引きサケは、新潟を代表する冬の味畳のひと
っであろう。ところで、かって鈴木牧之は新潟
の風土を丹念に記述した『北越雪譜』の中で、
サケについて記す冒頭に、
　　とまれかくまれ鮭の字を知りて俗用には鮭
　　の字を用ふべし。件の如く鮭の字も古く用
　　ひたれば、おほかたの和文章にも鮭の宇を
　　用ふべし、鮭の宇は普くは通じ難し、こS
　　には姑く鮭に從ふ。
と言って、これ以降の文中では、一貫して姓と
いう字を用いる（圖一）1。
　一方、漢語の僻書の中には、鮭という字を引
くと、字義に「フグ」とあるものがある2。こ
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れらの現象は日本語と漢語の中でそれぞれ濁立
した問題ではあるが、一髄どういうことか瞳系
的に解き明かすことができないかと思い調べ始
めたのが本稿執筆の契機となった。中國と日本
で、鮭という文字がどのように用いられてきた
のか、日本語と漢語という、同一の文字膿系を
共有する二言語における文宇の婁遷を、サケと
いう新潟を代表する物産を例として検謹したいc
一　中國の古文献に現れる「鮭」とその關連宇
（1）字書における鮭と鮭と鯉の出現時期
　まず、中國の宇書における鮭及びその關連字
である、鮭、鯉の三字の出堤状況を比較してみ
る。『説文解字』魚部（11下）をみると、鮭字、鯉
字は未収だが、鮭宇は収められており、
　　鮭、魚臭也．從魚生聲（大徐：桑経切、小
　　徐：息形反）
とあり、魚のなまぐさいこととされる。
　次いで『玉篇』を閲するに、現存する原本玉
篇残巻では、魚部は僅かに20字が存するのみ
で3、鮭、鮭、鯉3字いずれも存在せず、原本
を用いて實謹することができない。かっ、現在
通行している『大廣益會玉篇』は唐朱の間に度々
増補改訂されており、原本の姿を留めていると
は言い難iい。從って、原本玉篇に倣い、かなり
その奮態を留めている『築隷萬象名義』を検討
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する必要がある。魚部を比較してみると、『大廣
益會正篇』の所収字32正字に蜀して、『籔隷萬
象名義』は218字、文字の配列はほぼ同じであ
るが、『大廣益會玉篇』において所収字が大幅に
畑補されたことがわかる。『筆隷萬象名義』魚部
は所収宇218字のうち、
　　翫91姓、桑丁反、魚貝。
　　N“202鮭、古撚反、魚名。
とあり、『説文』にはなかった鮭字が新たに加わ
り、魚名とあるeなお、鮭の字義が魚貝とある
が、『税文』等、他の字書との比較から、貝は臭
宇の艘篤である可能性が高い。これに舞して、
『大廣益會玉篇』魚部は全321字中、
　　翫89姓、先丁切、魚臭也、
　　No．90　ma、同上。
と2宇連績である。ここからやや離れた箇所に、
　　No，20e鮭、古迷切、魚名。
とあり、反切下字が捲と迷で異なるが、ともに
齊韻に鷹しており、宇義も『筆隷萬象名義』と
一致している曲
　以上から、字書においては、『説文』に鮭字担
現れるのが最も古く、次いで原本『玉篇』（即ち
『築隷萬象名義』）において鮭字が加わり、更に
唐宋以降、鯉が加わったものといえる。即ち、
鮭 触 鯉
後漢r説文解字』 x 魚臭 X
六朝『玉篇』原 魚名 魚貝臭 〉〈
唐宋『玉篇』増 魚名 魚臭 同鮭
唐・王仁陶『刊
T補映切韻』
簾 腔、犬膏臭
轣B亦作姓
魚名
『説文』大徐本においても、触字下に徐鉱が今
の俗宇は鯉と作る、と注しており、これも唐宋
以降、なまぐさいという意味で鯉字が用いられ
るような婁化hSあったことを窺わせるものであ
る4。なお、王韻における3字にはs『玉篇』の
傳承とは別系統の字解が付せられている。
（2）宇書以外の傳統文獣
　字書以外で、傳統文獣における「鮭」字の用
例は、『荘子』達生篇が最も古く、
　　桓公日：然劉有鬼乎？日有。…東北方之下
　　者。倍阿、鮭聾躍之。
　　桓公が「それでは鬼はいるのだろうか」と
　　たずねた。〔皇子告敷が〕答えていった。「い
　　ます。…〔家の〕東北の隅には、倍阿、鮭
　　蟹〔という名の鬼が〕跳びはねている。」
とあるが、ここではf鮭整」で家の中の東北の
隅にいるという神名で、司馬注には
　　状如小見、長一尺四寸、黒衣赤憤、大冠、
　　帯創持戟。
　　姿はこどものようで、背丈は一尺四寸、黒
　　衣赤績を身につけ、大冠をかぶり創を帯び
　　戟を手にしている。
という。『玉篇』にある「鮭、魚名」の鮭字とは、
宇音も字義も異なっている5。
　鮭が魚名として出現する文献としては、『山
海経』北山荒経、『論衡』言毒篇があり、これら
から、その生息地と習性を窺い知ることカSでき
る。
『山海経』　：1ヒ山荒脛
　　北三百二十里日敦苑之山一一・敦亮之氷出焉而
　　西流注予拗澤、出干昆倫之東北隅。實惟河
　　原。其中多赤鮭。
　　さらに北に三百二十里を敦莞の山という。
　　敦亮の川はここから出て西流して渤澤に注
　　ぎ、昆命山の東北隅に流れ出るeこれがま
　　さに黄河の水源であるeその川の中には赤
　　鮭が多い。
『論衡』言毒篇　　一
　　在魚則爲鮭與鯵鰹。故人食鮭肝而死。
　　〔毒が〕魚に在るのが鮭と鯵螺である。故
　　に人は鮭肝を食べれば死ぬ。
さらに、『山海経盤にいう赤鮭について、郭瑛（2
76～324）は次のように注している。
　　今名鰐i飴爲鮭魚。音圭。
　　今、餓飴を名づけて鮭魚とする。音は圭で
　　ある。
郭瑛は、鮭魚は簸飴のことであるとしている
が、鮭をフグと結び付けているのは、この『山海
経』郭瑛注にある鰻飴といっ解繹が媒介となる
ためであるe左思の呉都賦の中に記された餓飴
という生物にっいて、音の劉逡は次のように注
している6。
　　鰻鮪魚、状如科斗、大者尺絵。腹下白背上
　　青黒、有黄文。性有毒。錐小獺及、大魚不
　　敢飯之。蒸煮鮫之肥美、豫章人珍之。
　　鰭飴という魚は、姿がおたまじゃくしのよ
　　うで、大きいものは1尺蝕。腹は白く背は
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　　青黒く、黄色い摸様があって、生まれつき
　　毒がある。小さいけれども猪猛で、大魚で
　　もこれを食べようとしない。蒸し煮して食
　　べると肥えていて美喋である。豫章の人は
　　この魚を珍重する。
王充（27～101）も『論衡』の申で、鮭は肝に毒が
ある魚で、人がその肝を食すと死に至る、と鮭
の特徴を記している。鮭をフグとするのは、こ
うした記述を綜合したものである。さらに、明
の李時珍『本草綱目』に至っては、河豚の条に、
圏入りでこの魚のことが記され（圖二）、河豚の
別名として、
　　賑角夷　〔一作角侯飴〕。鯛角夷。垂規魚　〔一作鮭〕。
　　唄魚。吹肚魚。氣包魚。
とある。ここに墨げられた河豚の別名のひとつ、
蝦魚の蜆字と鮭字が異髄字であるという。規と
圭が同音であるため通用したのであろう。なお、
塑字と鮭字の二字の關係について、王念孫は鰻
字は鮭字の俗髄と言いT、都艶行は蜆字は鮭字の
或艦にすぎないと言い、ともに正字は鮭である
と述べているS。しかし、ここに至って鮭字は、
河豚の別名「鰻魚」の異瞳字にすぎず、鉗象物
との關係が希薄になり、『山海纏』や『論衡』に
見られるような具禮的な描篇を伴っておらず、
宇義の判然としない文字になってしまったとい
える。
（3）朱元以降の字書
　宋元以降の字書では、鮭、鮭、鰻の諸字を宇
音、字義の上で可能な限り細分している。『類篇』
では（2）に畢げた文獣資料等を総合して、鮭
字に4種の字音があり、字義によって以下のよ
うに画別されている9。
鮭・反切 現代音 字義・出典
①渦畦切 Gu　1 魚名く『山海繧』など
②戸佳切 Xi　6 呉人謂魚菜縄称く杜甫詩
③烏蝸切 w呂 鮭蟹く『荘子』
④戸瓦切 Hua 楚冠名く『史記』裟姻集解
このうち、①、③の字音が比較的古い用例があ
るのに封し、②、④の宇音はやや時代が下った
資料に出現しているといえるe本稿で検討の封
象としているのは①である。
　また、『類篇』では、鮭字の字音も2種類あ
り、
鍛i・反切 現代音 字義・出典
①墨董切 zh導ng魚名く出典不詳
②桑経切 xing魚臭く『説文』
とあり、鯉字は②と字音、宇義が一一致している
lo。
　注目すべきは、宋代に初めて①音にある「鮎
は魚の名である」とする字義が出現したことで、
このことから、あるいは日本でサケという魚名
を表記する文字として鮭字を用いたのが、この
時期に日本から中國に渡ったのではという推測
も成立し得る。しかし、『類篇』と『集韻』以外
には用例が無く、具髄的にいかなる生物である
かを示す記載が他の中國の文献資料に全く残っ
ていないため、これ以上検鐙することができな
い。また、これらに績く明代の字書『字彙』に
は、「鮭、魚臭也」とはあるが、「姓、魚名也」
とする宇義は見出せない。このことからも、日
本からの鮭字の用法の逆流入という假説が成立
する蓋然性はかなり低いといえよう。『康煕字
典』には『集韻』を引いて笛董切の字音と「鮭、
魚名也」とだけある。
　以上、3群の資料を検討してきたが、結果的
に、中國の文獣資料からは、鮭＝フグとする以
外の考誰は得られなかった。
二　日本の文慮資料に現れる鮭および鮭字
　日本におけるサケに關する記述は、古くは上
代にまで遡る。以下では、字書及び本草書を整
理の出號鮎とし、史書・地誌、物語、往來物の
如く、文献資料の性格を分けて、鮭および鮭宇
の出現状況を検謹することとする。
（1）宇書及び本草書
　嚴密に言えば、現存最古の日本撰述の字書と
して傳存するものは第一節で言及した『策隷萬
象名義』と言うべきであろうが、サケの和訓を
載せる文獣として、平安朝の寛平年間（889～
897）から昌泰年間（898～900）に昌住に撰集さ
れた『親撰字鏡』から検討を開始したい。現存
最古の完本である天治元年（1124）爲本には、
『新撰字鏡』天治本・巻九　魚部
　　鮭、生音。魚屍也。腺也。
　　鯉、桑経反。魚鯉。
　　無、古推乃反11、平e縢也e佐介。
とあり、鮭に佐介という稲をあてる．鮭
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は抄罵生の策韻で、本來鮭字とするつもりであ
うたのだろう。さらに、魚部宋尾には『小學篇』
字として33字が付され、
　　鮒、左介。
　鮭、佐九
左（佐）介という和訓のある文宇が2宇追加され
ているが、鮭は本文で既出なので蟹複である。
『小學篇』字というのは、漢籍から採ったもの
ではなく、日本で新たに追加された和製漢字と
されるが、ごく少数漢用例に合致するものも含
まれるという12。以上より、『新撰字鏡』天治本
ではサケの表記としては鮭（＝＝鮭）、鯉が用い
られ、姓、鯉については魚がなまぐさい字義と
ある。なお、『新撰字鏡』の傳爲本で、天治本と
は異なった原本からの抄録により成立したとさ
れる享和三年本（1808）、群書類聚本がある。抄
録本と総されるこれらのテキストでは、傳篇を
和訓のある文字に限ったために所収文字数が大
幅に削減されたことから、上掲の天治本魚部と
比較すると、所載の5字（實際は4字）のうち、
和訓r佐介」、「左介」によったためであろう、
鮭字と創宇の2宇のみが収められ、鮭、鰻は未
収である。抄録本の系統のテキストは、江戸中
期以來諸學者の間に知られたことから、サケの
表記として鮭宇と魚1字が定着する一因となった
ことが推測される13。
　　『新撰字鏡』の約三十集後、承平初年（931）
のころに源順により成った『倭名類聚抄』は、
完本が現存する、意味分類腔の形式をとった日
本語字書の濫膓である。源順は『倭名類聚抄』
序に、漢字本來の意義を調誤して我國の人が使
用した例として、
　　或いは復た、俗人、その謂謬を知りて改易
　　するあたわざる者あり。鮭、鵠して鮭とな
　　り、橿、讃みて杉の如し、鍛冶の音、誤り
　　て鍛治に渉り、輻蜷の名、儒りて蛾蚊を用
　　いる等が是なり。
と述べ、まさに姓と鮭がその一例として暴げら
れている。源順は鱗介部第三十龍魚部の鮭魚の
条で、
　　鮎魚、崔萬食繧云、鮭、其子似苺、赤光、
　　一名年魚．春生年中死、故名之。
とさらに詳しく述べている。其の子すなわち魚
卵が苺のようで、赤く光っているという説明は、
サケの特性と一致する。このように、『倭名類聚
抄』は、『薪撰字鏡』のサケ＝鮭字説に封して、
それは舗誤であるとし、サケ＝姓字とすぺきこ
とをっよく主張する。
　平安朝の日本語文献で、サケを姓とするもの
には、『倭名類聚抄』のほかに、延喜年間（901
～922）に深根輔仁の撰によりなった『本草和
名』があり、十六巻轟魚に、
　　鮭折背反、一名年魚春生而年中死故以名之、
　　一名屍魚出崔萬、和名佐介。
と言い、鮭の和名が佐介とあるほか、年魚、昆
魚などの別名が暴げられ，そのうち亮魚という
別名はf崔禺に出づ」と注している。亮は臭の
俗字である。動植物名を網羅している鮎から、
この場合、本草書も資料的には僻書と同格に扱
うべきであろう。『倭名類聚抄』序によれば、『本
草和名酷は、『楊氏漢語抄』や『緋色立成』等と
ともに、編纂にあたって源順が参考とした書物
のひとつであるという14。『本草和名』が『倭名
類聚抄』と同じく鮭字を用いていることからも、
このことが實謹iされよう。
　源順や深根輔仁らが「崔萬食経」「崔萬」と
して引用しているのは、唐の玄宗の開元年間
　（713～741）の中書舎人であった崔萬錫が著し
た『食脛』四巻のことであるが、早くに亡侠し
現存していないe明代の李自珍『本草綱目』の
引書二百七十六家冒にも入っていないことから、
比較的早い時期に亡われたと推測される。平安
朝の日本語文献で、サケを鮭と表記するものは、
『倭名類聚抄』と『本草和名』の二書であるが、
いずれの説もこの『食経』の記述が根撞となっ
ている。鮭と鮭をめぐる議論の出髪黙はこの文
獣にあるといえる。
　その後、江戸時代になると、平野必大が『本
朝食鑑』（元禄8年：1695序）を著し、
　　鮭源順、年魚同上N鍵韓客、鰍俗名。（巻七
　　鱗部）
として、サケを鮭と表記し、年魚、髄、鰍とい
う三っの異名を畢げる。このうち、姓と年魚は、
源順の名を畢げていることから『倭名類聚抄』
に依擦していることがわかる。韓客というのは、
後述する朝鮮の本草書『東賂寳鑑』の説である。
　寺島良安『和漢三才圖會』（正徳2年：1712自
序）も、『倭名類聚抄』の記述に全面的に依披し
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圖二　　　　　　　　　圖三
　『本草綱目』　　　　　『和漢三才圏會』
ており、
　　鮭、音は星。年魚、鱗と名を同じくす。鮭、
　　俗に之を用ひるは誤りなり。鮭は河豚なり。
　　（巻四十）
として鮭字を正宇としている（圖三）。「鮭は河
豚なり」という補足説明は、『本草綱目』の記述
に依るものであろう。この他、鱒や朧などの同
類の魚の解説でも、
　　鱒…其の肉、鮭より美なり。
　　餓…頗る鮭に似る故、漢語抄に、水鮭、江
　　魚生と名つく15。
などと鮭と比較しながら解説したものがあるa
このように、江戸時代の本草書や類書（意味分
類髄の形式をとった辞書）には、意識的に鮭と
匠別して鮭をサケの正宇とするものが多いが、
これは源順『倭名類聚抄』や深根輔仁『本草和
名』の説を踏襲するものといえよう。
　このように2種類の用宇説が巷間に流布して
いる事に封し、新井白石は享保二年（1717｝に著
した『束雅』の中で
　　鮭…サケの義不詳、或は東北夷地の方言に
　　出しも知るべからず。世にはサケといふも
　　の亦不詳といふなり。鮭は説文に魚臭と見
　　え徐鉱は「今俗作鯉」といひ、鮭字の如き
　　も二音ありて、音骸なるは魚菜也e音圭な
　　るは河鈍別名と見えたりしが故なり。され
　　ど崔氏の説の如き、疑ふべくもあらぬ此物
　　なり。
と率直に鮭、鮭二字について疑問を述べている
16。
　これに封し、積極的に鮭字が正字であること
を主張するのは、江戸時代後期に成立した、狩
谷搬齋『箋注倭名類聚抄』（文政10年・1827
序）である．械齋は前節に學げた中國の文獄資料
を多敷引用し、それによって鮭はフグであると
考謹した上で、次のように述べている。
　　鮭魚…俗用鮭字昨也。鮭音圭、巌鯉魚一名
　　也。…谷川氏日「此魚肉易裂因名佐介」…
　　按説文云「鮭、魚臭也」諸書皆同、無有爲
　　魚名者。蓋佐介有一種鮭氣、與諸魚不同。
　　故又名臭魚、出本草和名所引崔氏食経。是
　　可知所以得鮭魚之名也。…。東醤責鑑松魚
　　亦可以充之e
　　鮭魚、俗に鮭字を用いるのは誤りである。
　　鮭の音は圭、フグの別名である。一＋一谷川氏
　　は「ζの魚は肉が裂けやすいからサケとい
　　う」という。…『説文』には、「鮭は魚臭な
　　り」とあり、諸書これと同じで、魚名であ
　　ると言っている者はない。おそらくサケに
　　は一種の生臭さがあって、他の魚とは異な
　　っているために、名づけて臭魚ともいうの
　　だろう。『本草和名』に引用される崔氏の『食
　　経』にある。このことから鮭魚という名の
　　由來を知ることが出来る。…『東醤寳鑑』
　　にでてくる松魚もサケに相当する。
鮭宇ではなく姓字を用いる根擦として、サケに
は一種の生臭さがあるため、とする17。ここで
和名サケの語源を説くために引用されている、
谷川士清『和訓栞』も、植齋と同じく積極的に
鮭字が正字であることを主張するユ8。『和訓栞』
さけの条の全文は、
　　鮭の字をよむは、倭名抄に食脛を引けり。
　　又俗用鮭字非也、といへりe或は年魚とも
　　書せり。過臓魚なりといへり。朝鮮には髄
　　魚といふ．東竪費鑑に委しe裂の義、その
　　肉片々裂けやすしといへりe
とあり、サケを鮭と表記し、年魚、過臓魚、髄
魚の別名を畢げている。語源にっいては魚肉が
裂け易いからとの推測を述べている。年魚は『倭
名類聚抄』に依擦するが、過臓魚、鍵魚は朝鮮
語の魚名で、鍵魚は『本朝食鑑』にも見える。
これらの名は、前出の新井白石の『東雅』に引
用される、許淡『東啓費鑑』（1611）という朝鮮
の本草書に由來するものである19。該書には、
松魚と髄魚について、
　　松魚、性平味甘、無毒、味極弥、肉肥色赤
　　而鮮明如松節故名爲松魚生東北江海中。
　　髄魚、性平無毒味亦甘美、卵如眞球而微紅
　　色。味尤美。生東北江海中。
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とある：O。新井白石『東雅』にはさらに、
　　正徳の初（1711）、糊鮮の」悩使來りて京に至
　　りし時に、若水稲子その學士等にあひて、
　　鮎魚の禦を問ひしに、學士李重叔といふも
　　の、まつ姓魚を見て答ふるに、「其國の松魚
　　なり」と云ひけり。…最後に南仲容といひ
　　しが答へしには「此魚我國松魚也。與髄性
　　同而艘小、按我國東海所麗、七八月間、自
　　海作隊、遊上川漢、或磨身於石、鱗脱不止、
　　至於自艶」といひけり。
とあv）　、同時代の本草學者、稲生若水（1655～
1715）が正徳元年に朝鮮からの使者と、サケの
名をめぐってやりとりした故事を記しN文献と
経験の繭面からサケが朝鮮語では髄魚、松魚と
されたことを記している。また、『＄il訓栞』に言
う過蝋魚もこの時に出た言葉である2㌔
一方、r和訓栞』がサケの語源は魚肉が裂け
易いためとする以外に、サケの語源については
藷説ある。江戸時代前期に安原貞室が慶安3年
（1650）に著した『片言』に
　　此魚、子を生まんとて、腹のさけはべる、
　　とやらむと云へり。
という記述が見えるe、また、江戸時代後期、大
石千引が文政13年（1830）に完成させた『言元
梯』には、
　　鮭輩、朱；、肉色也。和名抄序に鮭誘爲鮭、
　　椙誼如杉、鍛冶之音誤渉鍛治云々、然れど
　　も宇鏡に鮭云k御史に椙、鍛冶の訓あれば
　　誤にはあらじ。
という、肉の色から、サケはアケ（朱）の轄と
する説がある22。『片言謁は語源を説きながら表
記には鮭字を用いているし、『言元梯』は表記に
鮭字を用いるのは誤りではないと雷っている。
このことは、鮭字が広く一般に用いられていた
ことを示していると言えよう。
　また、『下學集』には、多様な篇本、版本があ
ることが知られているが23、室町時代の爲本と
される、天文二十三年本（1554）、永禄二年本
（1559）、黒川本（室町極末期）いずれのテキスト
も、『新撰字鏡』と同じく、鮭字を用いて、
　　聲（天文二＋三年本）鱗（永禄二躰）
　　　　　多圭（黒州本〉
の如くある。なお．室町時代のサケの表記にっ
いては、併せて（5）表1も参照されたい。
　以上から、上代以降の字書及び本草書では、
『新撰字鏡』に始まり『下學集』へと績く鮭字
を用いた表記と、『倭名類聚抄』と『本草和名』
に始まり、それを維承した寺島良安、谷川士清
や狩谷液齋らによる鮎字を用いた表記が並行し
ていることがわかる。
（2）物語
　サケのことが描窮される物語資料としては、
平安期まで遡ることができ、『今昔物語』の中に
は、越前の守爲盛が官人に供すために準備した
ご馳走のひとっに蟹引きのサケが蚊ぶ「越前守
爲盛、付六衛府官人語」の一話がある。また鎌
倉初期、『字治拾遺物語』の中は、盗んだサケを
めぐって大童子と綱丁のやりとりが描爲される
説話「大童子鮭ぬすみたる事」と聖寳僧正が身
分の高い僧官との賭けによって、眞裸に褥で干
サケを太刀に見立てて｛凧帯する説話「聖費僧正
渡一条大路事」の二話がある。
　このうち、『宇治拾遺物語』の萬治二年（1659）
版本を見ると、鮭字の結髄は、
の如く、どれも鮭字の筆爲艘であって、駐字に
作る例は見えない24。さらに網羅的に調査する
必要もあろうが、物語作品の中のサケは、鮭字
を用いて表記されるのが一般的であったといえ
よう。
（3）史書・地誌
『常陸國風土記』の冒頭には「常陸國司解申古
老相傳葛聞事」とあり、璽無元年（715）の郷里制
施行以前の状態を示すことから、和銅6年（713）
の
　　其の郡内に生ずる銀銅彩色艸木禽獣魚贔等
　　の物は具に色目を録し、及び土地の沃塔山
　　川原野の名號の所由、又古老相傳の蕾聞事
　　を史籍に載せて言上せよ
という風土記撰進の官命の直後に上申されたら
しいとされるので25、ここにでてくるサケの記
述が、日本における最も古い例と言える。久慈
郡助川の地名の所由を次のように記している26。
　　自此艮僻里助川繹家。昔號遇鹿…至國宰久
　　米大夫之時、爲河取鮭、改名助川。俗語謂
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　　姓胆爲須介。
　　ここより、艮〔＝丑寅、北東〕の方角に三
　　十里いくと、助川の繹家である。昔は遇鹿
　　と呼ばれた。國宰の久米大夫の時に、河で
　　鮭が取れることから、地名を改めて助川と
　　した。俗語では、鮭の胆のことを須介〔ス
　　ケ〕とする。
『延喜式』庭長5年：927撰進）には、朝廷の儀
式の供物や諸國からの寄進品、また租庸調の物
納品として、他の産物と蚊んでサケが頻繁に登
場する。例えば、
　　散祭料…米。糀米各一斗五升。大豆。小豆
　　各五升。腹。堅魚。平魚。各六斤。鮭二隻。
　　海藻六斤…。（巻一　神祇一　四時祭式上）
　　凡左右京。五畿内國調…熱海鼠八斤九酉。
　　棘甲嵐皇。甲嵐各六斗e鮭十隻。雑魚謄廿
　　六斤…。（巻二十四　主計式上）
　　諸國貢進御費。…年料…信濃國楚割鮭。陸
　　奥國。若狭國生鮭三搬十三隻三度e越前國生
　　鮭三搬十三隻三度。能登國。越中國。越後國
　　楚割鮭八籠八十隻。鮭見。氷頭a　腸各四麻笥。
　　佐渡國．丹波國生壁三搬六隻三度。丹後國生
　　鐘三搬十二隻三度。丞垂〔一壺。輩墨一壼。但馬
　　國生鮭三携十二隻三鹿因幡國生蛙三婚十二隻
　　三度。…備前國遡十缶二度…。（巻三十九
　　内膳式）
ただ、「鮭」とだけあるのではなく、「干鮭」「楚
割鮭」「鮭鮨」など様kに加工されているのがわ
かるし、「内子鮭」「背腸」「氷頭」などといった、
部位別の名稔も頻見する。現存する爲本の中で
｝1）　’
など、鮭字の筆爲髄演用いられている27。
　『常陸國風土記』、『延喜式』という、奈良平
安朝の資料において、鮭字と鮭宇が用いられて
いることは、（1）字書において、『新撰字鏡』
と『倭名類聚抄』という基本資料における鮭字
と鮭字を用いた表記とパラレルな現象といえる。
（4）その他
　往來物と種される書簡形式をとった文獣資
料は、徳川時代に寺子屋の教科書となって庶民
教育に用いられた。往來物は教科書的な性格と
辞書的な性格との爾方を兼ね備えており、その
E D C ? A??? ?????
　四ﾎ月ﾕ状@返??? ??》? ??．???
表一一一『庭訓往來』各テキストにおける
　　サケ表記の宇形表
代表が南北朝時代の玄慧法師作とされる『庭訓
往來』であり、室町時代からの爲本が多敷存在
する。一月から十二月まで毎月一度往來した、
各十二通の往復書簡中、四月の返信状には諸國
の名産品を記す中に、
　　越後盛引、隠岐胞周防鯖…松浦鰯夷鮭…
とエゾのサケが畢げられ、五月の返信状には調
理品の名を列畢する中に、
　　鮎白干、鱒楚割、鮭盟引、鰺鮨、鯖盛漬…。
サケのシオビキとある。『庭訓往來』には、膨大
な数の古爲本、刊本があることが知られている
が、表一「庭訓往來各テキストにおけるサケ表
記の字形表」は、室町時代から江戸時代までの
5種の爲本・刊本に依って、鮭字を一覧にした
ものである。Aは、経畳が室町時代中期（1473
以前）に書いたとされる『庭訓往來』爲本、B
は天正7年（1579）建部賢文筆『庭訓往來』の寛
永18年（1641）刊本、Cは刊行者不明の『庭
訓往來』寛永5年（1628）刊本、Dは『庭訓往
來註』の最古の傳本の爲本で、室町時代末期の
書とされる。Eは『庭訓往來抄』寛永8年（1631）
刊本である2s。表の字形からわかるように、『庭
訓往來』、『庭訓往來註』の各テキストでは、草
書膿に近いくずし方をしているBやC、楷書膿
のDやEなど、書睡は様々であるが、字形を比
較すると、いずれも鮭字が用いられていること
がわかる。また、Eの『庭訓往來註』には．鮭
字に注して、「唐の鮭は別なり」と記し、わざわ
ざ漢語の鮭は別生物であることを注記している。
　また、『庭訓往來』には、内容的に藤原明衡
（989－1066）の『新猿樂記』を吸収するところが
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あるという指摘がある29。實際、『新猿樂記』の
「四郎1君、受領郎等」において緒國の名産品と
して「越後の鮭又漆1と配される箇所がある。
『新猿樂記』の萬延元年（1860）篇本を見ると、
この箇所でも鮭宇を用いていることが確誌でき、
衷記の用字は『庭訓往來』と同じ鮭宇であるこ
とがわかる3e。
　以上、資料を4群に分けて検討した結果は、
次のように縮括できよう。鮭字を用いた表記と
粧宇を用いた表記は『新撰字鏡』『倭名類聚抄』
という、上代を代衰する字書からすでに拉行し
て現れていた。『倭名類聚抄』は鮭字に封して鮭
字が正字であることを主張し、これが江戸時代
の本草書や一部の僻書等に踏襲された。僻書以
外の“般書にっいては、『常陸國風土記』、『延喜
式』という、奈良平安朝の資料では鮭字と鮭字
が拉行して現れる例もあるが、物語や往來物と
いった室町時代以降の資料では表記に用いられ
ていたのは主として鮭宇だったようである。
三　近現代の中國、日本におけるsalmonを表記
する文宇について
　以下では、視鮎を憂えて、近現代の日中雨國
におけるsalmo皿の課語を基鮎として、問題の
整理を試みた。16世紀末以降、キリスト教の普
及が東アジアへと拡がるにっれ、英國人宣教師
がキリスト教布教のために中國語を習得するこ
とを目的として、いくつかの英漢字典が編まれ
るようになった。これまでは、中國と日本の文
獣資料で、それぞれに鮭と鮭と鯉の出現状況や
用例を検言登してきたが、以下では、これまで別
箇に検討してきた事例をつき合わせるために、
19世紀以降の中國で、salrnonという言葉が何
という漢語に謬されているか、いくつかの辞典
を照らし合わせて検詮してみることとする（表
二「近現代の日中雨國におけるsalmonの課
語」）。
　①モリソン（R。bert・M。rris。n；馬禮遜）の『華
英字典』（ADictienary　of　the　Chinese
La皿guage）は、全3部のうち、第1部が部首
引きの『字典』（1815年）s第2部が音引きの
『五車韻譜』（18工9・20年）、第3部が『英漢僻
典』（1822・23年）、という大部の辞書である。
表二
近現代の日中雨國におけるsalmonの諦語
19世紀の中國で編まれた初の本格的な僻書と
され、中國語近代語彙研究において出装黙とな
る資料である。そして、②ロブシャイド
（Wilhelln　Lob8chied羅布存徳）の『英華字典』
（English　and　Chinese　Dictionary）は19世紀
に数多く編まれた英漢辞典の一つの到達鮎とし
て、高く評価されている31。これらの僻典では、
salmonに樹して、モリソンは「鯛絨魚」、ロブ
シャイドは「狗吐魚」「錦鱗趣」「馬友」「馬母」
とあり、「鵬餓魚」と「馬友」は同一來源の可能
性があるが、明らかに一定の謬語が定まってお
らず、「鮭」「鯉」は言うに及ばず、「鮭」は用い
られていない32。あるいは方言的な要因が、彼
らの採集した中國語の語彙に影響を與えている
のかもしれない33。時を同じくして、明治大正
期の日本で数多く刊行された『哲學字彙』（井上
哲次郎編、1881年〉の如き專門用語の英語劃L課
語彙集は、當時の中國語に借用され近代中國語
の語彙形成に大きな影響を與えたがS4、このう
ち、明治初期1884年に岩川友太郎によって集
英堂より刊行された③『生物學語彙』
（Biological　Vocabulary　i皿English，　Lati皿and
Japa皿ese）を見てみると、アルファベット順に
配列された動植物名の、sa王monの項には、「鮭」
と「佐介」の二語を以てする。④黄士復・江鉄
主編の『綜合英漢大辞典』は1928年に初版が
刊行された、中國人によりなる英漢辞典である
が、ここでは、岩川語彙と岡じく、salmonの繋
課は、「鮭」とそこから派生する色彩名称「鮭色、
蒲色」を充てる。所謂サーモンピンクであろう。
これ以降、中國の辞書類では、「鮭」がsal皿OI1
の用字として定着して現代に至っている35。
　なお、日本では、明治から昭和初年にかけて
の辟書では、『日本百科大辞典』、『大言海』は見
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出し字に「鮭・鮭」二字を併記しているが、『日
本百科大辞典』の記載内容には「鮭のグリル」
「盟鮭」など、專ら鮭字が用いられており、こ
れが實生活の反映であったのだろうと推測され
る36。前出の『生物贔語彙』にも、講語として
鮭、佐介の2語が配されている。鮭ではなく鮭
字が用いられており、明治以降は鮭字が一般化
したというべきであることがわかる。鮭を本字
として使用する習慣は、江戸時代の字書および
本草關係の書物で途絶えたといってよい。
　以上、中國の英漢辞典と日本の英秘辞典にお
けるsalmonの封謬語を追うことによって、現
在日中雨國で定着している「鮭」は、近代にお
ける日本から中國への用字の借用であるとの確
信を得た。
おわりに
　事物の名前、ことに動植物の名がそうである
が、實際のモノと名前の結びつきが、同じ漢宇
を共有する日本と中國で別のものを指すことが
往々にしてある。事物異名と同文異解という語
を用いれば、「鮭」がフグとサケを表すのは、同
文異解の一例といえよう。
　中國で20世紀に至って、サケが鮭となった、
即ち鮭宇を用いてサケを表すようになったこと
についての、一つの偶説を提示したい。中國に
おけるサケの主たる生息地は、黒龍江およびウ
スリー河流域一帯で、當地を湖上するサケは中
國語で「大巧袷重」と稻され、黒龍江省を代表
する名産品のひとっとして大いに珍重されてい
るが37、そもそもf鮭」が用いられるようになっ
た20世紀初めというのは、日清戦争後、
日本人が大量に申國東北地方に流入するように
なった時期である。彼の地の名産品であるサケ
を、日本人は鮭字を以て表記したであろうこと
は、想像に難くない。こうしたことがきっかけ
となって鮭宇を用いるのが定着していったとは
考えられないだろうか。換言すれば、漢字とい
う共通の文宇髄系を有する日本と中國の間で、
用字っまり文字の使い方にっいて、日本から中
國への借用がおこった一例であり、言語接触に
おける語彙借用loan　wordに類する現象といえ
よう。
　また、そもそも上古の日本語でサケを鮭とし
たのはなぜかという問題が依然として残る。こ
れはあくまで假説にすぎないが、『山海経』にあ
る赤鮭の語と、サケの魚肉の赤色であることか
らの連想によって、赤鮭の鮭宇を、日本でのサ
ケ（佐介）の漢字に當てたとは考えられないか
ということを記して、本稿の締め括りとしたい。
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